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１．プ ロ ジェ クト 概 要

今 後 少 子 高 齢 化 社 会 を 向 か え ，介 護 者 の マ ン パ ワ

ー不 足 の 問 題 が 懸 念 さ れ て い る ．本 研 究 開 発 テ ーマ

は ，新 エ ネ ルギ ー・産 業 技 術 総 合 研 究 開 発 機 描 か ら

の 委 託 の 下，介 護 者 の 定 型 ・非 介助 作 業 な ど の 業 務

を 代 替 え す る ロ ボ ッ ト の 開 発 を 目 的 と し て ，1994

年 度 か ら ５年 間 ，（株 ）安 川 電 機 と 富 士 通（株 ）が 共

同 で 開 発 を 進 め た も の で あ る ．こ の ロ ボ ッ ト は ，食

事 ワ ゴ ン か ら １部 屋 分 の 食 事ト レ イ ４食 を 収 納し ，

被 介 護 者 の ベ ッ ド ま で 搬 送し て ，テ ーブ ル 上 に 配

膳 ・下 膳 を 自 律的 に 行 う こ と が で き る ．こ こ で は ，

開 発 課 題 と 開 発 し た ロ ボ ット 技 術 ，実 地 評 価 試 験 で

得ら れ た 現 場 の 声 につ い て ま と め る ．

２．開 発 課 題 と ロ ボ ッ ト 技 術

本 ロ ボ ッ ト に よ る 配膳 の 様 子 を 図 １に 示 す ．開 発

当 初 ，人 の 生活 環 境で 動 作 し 施 設 に 受 け 入 れ ら れる

こ と を 目 指 し て ，安 全 ・自 律 ・親 和 の ３つ の キ ーワ

ード を 設 定 し た ．こ の 観 点 か ら ，要 索 毎 に ま と め た

開 発 課 題 と ロ ボ ッ ト 技 術 は 次 の 通 り で あ る 田 ･

（1）小 型 軽 量マ ニ ピ ュ レ ータ

（課 題 ）食 事 を こ ぼ す こ と な く 配膳 下 膳 作 業 を 確 実

に 行 え る こ と ，そ の 際 ，被 介 護 者 に 恐 怖 感 を 与 え る

こ と な く ，ま た 万 が 一 動 作 中 に 接 触 し て も 危害 を 加

え る こ と がな い こ と （安 全 性 と 自 律 性 ）．

（技 術 ）　柔 軟 材 の 被 覆・ワ イ ヤ 滑 り・可 変 剛 性 制 御

等 によ る 過 大 作 用 力 防 止 ・接 触 停 止技 術 ．マ イ ク ロ

ス イ ッチ に よ る ト レ イ 把 持 リ カ バ リ 技 術 .

（2）移 動 機 構ノ ナビ ゲ ーシ ョ ン

（課 題 ）実 際 の 施 設 にお い て ,概 略地 図 を 元 に 障 害

物 を 避 け な が ら 自 律 走 行 し て，目 的 地 ま で 安 全 に 移

動 す る こ と （安 全 性 と 自 律性 ）．

（技 術 ）狭 い ベ ッ ド 間 で も 進入 可 能な 全 方 向 移動 メ

カ ニ ズ ム ．内 界 セ ン サ と 多 様な 外 界 セ ンサ を 用い た

ナビ ゲ ーシ ョ ン 技 術 ．多 様な セ ン サ を 用い て 障害 物

を 回 避し ，万 が 一 走 行 中 に接 触 し た 場 合 に は 即 座 に

停 止 す る 安 全 走 行 技 術 .

（3）環 境 計測 認 識 装 置

（課 題 ）走 行 時 の 通 路 ・居 室 内 の 備 品や 機 器 の 位 置

計測 認 識 ，マ ニ ピ ュ レ ーシ ョ ン時 の対 象 物 位 置 計 測

や 障 害 物 検 知 が実 環 境 下 で 行 え る こと（自 律 性）．

（技 術）既 存 施設 の 特 徴点 を 用 い た ，リ ア ル タ イ ム

自己 位 置 同 定お よ び 障 害 物 計測 技 術 ．日 々の 照 明 変

９

化 に 頑 健な 対 象 物 計測 技 術 .

（4）情 報 提示 装 置ノ デ ザ イ ン

（課 題 ）呼 ば れ た 方 向 に 顔 を 振 り 向 け 表 情 を 変 え な

が ら 応 答 す る こ と ，温 か み の あ る 外 咬 や 操 作 性 の 良

い ユ ーザ イ ン タ フ ェ ース を 実 現 す る こ と （親 和 性 ）．

（技 術 ）呼 び か け に対 し て ，目 や 顔 を 振 り 向 け 応 答

す る 簡 易な 対 話 技 術 ．外 観 ・画 面 ・音 声 の ヒ ュ ーマ

ン フ レ ンド リ な デ ザ イ ン .

（5）遠 隔 監 視 操 作 装 置

（課 題 ）作 業 の 進 行 状 況 の 逐 次 監 視 や ，不 測 時 の 周

囲 状 況 把 握 ・操 作 移 動 ・作 業 復 帰 を ，遠 隔 で 容 易 に

行 え る こ と （安 全 性 と 親 和 性 ）

（技 術 ）医 療 機 器 へ の 影 響 に 配 慮 し て ,赤 外 無 線 を

用 い た 屋内 で の デ ータ ・画 像 伝 送 技 術 ．直 観 的 で 分

か り や す い 監 視 ・操 作 イ ン タ フェ ース ．

３．実 地 評 価 試 験 結 果

医 療 福 祉 施 設 ３ヶ 所 で 食 事 搬 送 ・配 膳 下 膳 作 業 の

一 巡 デ モ を 計 ８回 行 い ,施 設 関 係 者 約 100名 に よ る

ア ン ケート 調 査 で ，以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た ．

① 当 初 目 標 の 安 全 性・自 律 性 ･親 和 性 に 関 し て 半 数

以 上 の 施 設 の 方 か ら 好 感 を 持 っ て 受 け 入 れ ら れた ．

② 実 用 化 に 当 た っ て は ,人 間 並 の 作 業 能 率 と 動 作 の

連 続 性 の 実 現 ，不 測 事 態 の 復 旧 方 法 の 簡 素 化 ，被 介

護 者 の 自 立 レ ベ ル に 合 せ た ユ ーザ イ ン タ フ ェ ース の

実 現 が 必 須 で あ る こ と ．

③ 施 設 の 方 は ,省 人 化で な く 手 助 け と な る ロ ボ ッ ト

の実 現 を 強 く 望 ん で い る ，ま た 食 事 搬 送以 外 の 作 業

とし て ，リ ネ ン 類 の 集 配 送 ･夜 間 見 回 り ･掃 除 補 助 ・

検 診 補 助 等 へ の 適 用 可 能 性 が あ る こ と ．
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図 １　フ ク （福 ）ち ゃ ん に よ る 配膳 作 業


